
第１７回  名古屋経済大学大学院             

第３６回  名 古 屋 経 済 大 学             

第５２回  名古屋経済大学短期大学部             

 

２０１７年度 卒  業  式 
 

2018 年 3 月 19 日 午前 11 時 

於 ： 市  邨  記  念 体 育 館 

式   次   第                   
 

開   式   の   辞                

 

大      学      歌                

 

大 学 院 学 位 記 授 与                

 

大学卒業証書・学位記授与                

短期大学部卒業証書・学位記授与 
 

 

賞 状 授 与                

 

学 長 告 辞                
 

  来 賓 祝 辞 

  卒 業 生 の 言 葉 

送 別 の 歌                

 

閉 式 の 辞                
 

 

 

大  学  歌 

作詞  岡 野 弘 彦 

作曲  岡 坂 慶 紀 

１）濃尾の平野 晴れわたり    ２）流れゆたけき 木曾・長良   ３）伊吹の峯に 雪しろく 
ちまた

巷に朝の とよみ湧く        岸うつ波の 音澄めり       大空冴えて 夕焼くる 

胸にみちくる 
いつく

慈しみ        人の
まこと

真を 深めつつ        耐うる心の きびしさを 

世の
さいわい

幸 を 開かんと        
すが

清しき富を 築かんと         わが身のかぎり 
きわ

極めんと 

われらはここに 学ぶなり      われらはともに 
はげ

勵むなり     われらは常に 努むなり 
はえ

栄あれ 名古屋経済大学       かがやけ 名古屋経済大学    永久なれ 名古屋経済大学 

 

送 別 の 歌 

（蛍 の 光） 

１）蛍の光 窓の雪         ２）止まるも
ゆ

行くもかぎりとて 
ふみ

書読む月日かさねつつ      
かたみ

互に思う
ちよろず

千万の 

いつしか年もすぎのとを      心の
はし

端を
ひとこと

一言に 

あけてぞ
け さ

今朝は別れ
ゆ

行く     
さき

幸くとばかり
うと

歌うなり 


